
ｌ
は
じ
め
に

山
田
久

経
済
学
科
は
一
九
九
九
年
度
か
ら
新
し
い
理
念
の
も
と
に
従
来

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
大
幅
に
変
更
し
ま
し
た
。
大
き
な
変
更
点
は

学
科
に
コ
ー
ス
制
を
し
い
て
「
現
代
経
済
コ
ー
ス
」
と
「
応
用
経
済

コ
ー
ス
」
の
二
コ
ー
ス
を
設
置
し
た
こ
と
で
す
。
ま
た
両
コ
ー
ス

の
学
生
が
と
も
に
履
修
す
る
こ
と
に
な
る
共
通
科
目
も
設
定
さ
れ

ま
し
た
。
共
通
科
目
に
は
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
Ｉ
、
マ
ク
ロ
経
済
学

Ｉ
お
よ
び
現
代
経
済
史
な
ど
の
必
修
科
目
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
代
経
済
コ
ー
ス
で
は
、
理
論
、
歴
史
な
ら
び
に
実
証
を
中
心

に
現
代
経
済
理
論
、
経
済
学
史
お
よ
び
経
済
政
策
な
ど
の
科
目
が
、

ま
た
応
用
経
済
コ
ー
ス
で
は
、
環
境
、
情
報
な
ら
び
に
国
際
を
中

心
に
環
境
経
済
学
、
情
報
政
策
、
国
際
経
済
論
お
よ
び
地
域
経
済

研
究
な
ど
の
科
目
が
配
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要

な
選
択
科
目
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

経
済
学
教
育
研
究
会
○

ミ
ク
ロ
経
済
学
と
マ
ク
ロ
経
済
学
の
教
育
研
究

・
本
学
経
済
学
部
教
授

一
年
次
に
は
プ
ロ
ゼ
ミ
が
、
二
年
次
に
は
外
国
経
済
書
講
読
が
、

い
ず
れ
も
選
択
必
修
科
目
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
プ

ロ
ゼ
ミ
は
、
各
自
が
経
済
学
へ
の
関
心
を
ひ
き
お
こ
し
、
自
主
的

創
造
的
な
学
習
を
行
な
う
た
め
に
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
学

習
を
通
じ
て
学
生
相
互
間
、
あ
る
い
は
教
員
と
学
生
の
人
間
的
接

触
を
深
め
る
場
所
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

特
に
他
大
学
で
は
三
、
四
年
次
の
後
期
課
程
に
置
か
れ
て
い
る
外

国
経
済
書
講
読
を
、
本
学
科
で
は
、
世
界
的
に
著
名
な
原
典
に
少

し
で
も
早
く
な
じ
ん
で
学
習
す
る
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
と
の
認
識

に
た
っ
て
、
二
年
次
に
課
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

二
、
三
年
次
に
は
、
必
修
科
目
で
は
な
い
が
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

（
特
講
演
習
）
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
各
専

攻
分
野
を
担
当
す
る
教
員
の
も
と
で
、
さ
ら
に
専
門
的
な
研
究
と

人
間
形
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

本
経
済
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
特
色
を
要
約
す
る
と
以
下

〃＝



１
１
生
紅
済
学
教
育
研
究
会
に
よ
る
授
業
研
究
の
発
足

近
年
の
経
済
学
部
経
済
学
科
新
入
生
の
学
力
低
下
（
基
礎
学
力

の
貧
弱
さ
）
や
、
経
済
学
を
勉
強
す
る
上
で
の
動
機
の
希
薄
さ
は

ま
こ
と
に
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

う
い
っ
た
学
生
が
今
後
も
継
続
的
に
入
学
し
て
く
る
こ
と
も
ま
た

の
通
り
で
す
。

①
一
年
次
か
ら
専
門
科
目
が
開
講
さ
れ
、
共
通
教
養
科
目
と
専

門
科
目
が
、
い
わ
ゆ
る
逓
減
逓
増
方
式
で
櫛
成
さ
れ
て
い
る
。

②
必
修
専
門
科
目
は
つ
と
め
て
最
小
限
に
と
ど
め
、
各
自
の
自

発
的
・
意
欲
的
な
科
目
履
修
を
期
待
し
て
い
る
。

③
二
年
次
か
ら
は
じ
ま
る
演
習
（
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）
の
前
期
的
準

備
段
階
と
も
い
う
べ
き
フ
／
ロ
ゼ
ミ
」
が
、
一
年
次
に
配
置

さ
れ
て
い
る
。

④
専
門
科
目
は
必
修
科
目
と
選
択
科
目
と
に
分
類
さ
れ
、
研
究

の
す
す
め
方
に
応
じ
て
履
修
学
年
を
設
定
し
有
機
的
に
配
置

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
二
○
○
三
年
度
か
ら
は
さ
ら
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
整
備
し
、

「
応
用
経
済
コ
ー
ス
」
を
「
経
済
環
境
コ
ー
ス
」
に
変
更
し
、
経

済
環
境
問
題
に
重
点
を
置
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
一
年
次
の
ミ
ク

ロ
経
済
学
Ｉ
（
以
下
ミ
ク
ロ
と
略
し
ま
す
）
、
マ
ク
ロ
経
済
学
Ｉ

（
以
下
マ
ク
ロ
と
略
し
ま
す
）
は
少
人
数
ク
ラ
ス
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
二
ク
ラ
ス
を
同
時
間
帯
に
開
講
し
、
さ
ら
に
基
礎
教
育
の

充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

明
白
で
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
事
態
を
直
視
し
て
、

経
済
学
の
基
礎
訓
練
や
経
済
学
を
学
ぶ
動
機
付
け
を
ど
の
よ
う
に

高
め
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
考
え
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
、
二
○
○
一
年
度
に
こ
の
研
究
会
は
発
足
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
化
な
ど
に
よ
る
今
後
の
大
学
の
（
存
続

に
関
わ
る
）
危
機
的
な
状
況
を
考
え
れ
ば
、
（
経
済
学
科
で
は
）

経
済
学
の
教
育
法
に
つ
い
て
十
分
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
受
験
生
の
減
少
と
と
も
に
、
入
試
方
法
の
多
様
化
に
よ
っ
て

学
生
の
基
礎
学
力
の
レ
ベ
ル
に
大
き
な
バ
ラ
ツ
キ
が
生
じ
て
い
る

現
実
を
考
え
る
と
、
今
後
の
経
済
学
科
の
新
入
生
に
、
経
済
学
の

基
礎
の
ど
れ
だ
け
の
こ
と
を
、
い
か
に
教
え
る
か
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
の
が
本
研
究
会
発
足
の
趣

旨
で
あ
り
ま
す
．
定
期
的
な
研
究
会
の
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

の
交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
二
○
○
一
年
度
は
経
済
学
科
の

「
ミ
ク
ロ
」
と
「
マ
ク
ロ
」
の
授
業
を
利
用
し
て
、

ｌ
、
ミ
ク
ロ
・
マ
ク
ロ
経
済
学
の
基
礎
と
し
て
、
ど
れ
だ
け
の

こ
と
を
教
え
る
べ
き
か
、

２
、
い
か
に
効
率
よ
く
教
え
る
か
、

３
、
授
業
の
ス
タ
イ
ル
、
内
容
に
つ
い
て
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

な
ど
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

経
済
学
科
の
「
ミ
ク
ロ
」
と
「
マ
ク
ロ
」
は
一
年
次
の
必
修
科

目
で
あ
り
、
ま
た
経
済
学
の
基
礎
科
目
で
あ
る
と
い
う
点
で
最
適

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
授
業
の
充
実
を
は
か
る
た
め
に
両

科
目
と
も
に
、
原
則
と
し
て
毎
週
宿
題
を
出
し
ま
し
た
。
両
科
目

〃5
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図表1ミクロの成績 図表2マクロの成績

A20．7％A15．8％－

B23.8％ B26．9％

C35．7％
C29．5％

D24.7％

成績人数割合

D22.9％

成績人数割合
b－。

A4720．7A3615今8

B6126．9B542a8

C8135．7 C6729．5

D5222．9D5624．7

合計227100壜0 合計227100.(）

図表3ミクロ・マクロの成績相関

成績ミクロABCD小計

マ ク ロ A 2 7 18 0472

B82724 2 61

C 19‘141367

DOO114152

小計36548156227

マ

図表4ミクロの成績と宿題提出回数

成績 18-1615-1211－87－43－0小計

５
０
５
０
５
０
５
０

３
３
２
２
１
１

ミクロA28620036

B251 5 8 4 2 5 4

C21211517 7 81

D53493556

小計7945293044227

クロD

口C

B

図表5マクロの成績と宿題提出同数

成綱 18-1615-1211-87~43－0小計

マクロA374 13472

B2418 1 6 2 1 6 1

C111 41916767

DO 1641522

小計7238402552”7

，
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Ｉ
ミ
ク
ロ
・
マ
ク
ロ
の
成
績
に
つ
い
て

以
上
の
よ
う
な
定
期
的
な
宿
題
の
提
出
と
、
試
験
の
結
果
か
ら
、

い
く
つ
か
の
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
結
果
は
表
と
図

に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え

て
み
ま
す
。
な
お
試
験
の
結
果
な
ど
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
報

告
す
る
予
定
で
す
。

【
図
表
ｌ
ミ
ク
ロ
の
成
績
】
に
よ
る
と
Ａ
（
優
）
が
三
六
人
、

Ｂ
（
良
）
が
五
四
人
、
Ｃ
（
可
）
が
八
一
人
、
Ｄ
（
不
可
）
が
五

六
人
で
す
。
割
合
と
し
て
は
Ａ
が
一
五
・
八
％
、
Ｂ
が
二
三
・

八
％
、
Ｃ
が
三
五
・
七
％
、
再
履
修
の
必
要
が
あ
る
Ｄ
が
二
四
・

七
％
で
す
。
Ａ
の
学
生
の
学
力
は
他
大
学
の
学
生
と
比
べ
て
も
十

と
も
前
期
八
回
、
後
期
一
○
回
で
合
計
一
八
回
で
す
。
試
験
は
前

期
末
試
験
と
後
期
末
試
験
の
二
回
、
ほ
か
に
「
ミ
ク
ロ
」
で
一
回
、

「
マ
ク
且
で
二
回
の
小
テ
ス
ト
を
行
な
い
ま
し
た
。
両
科
目
と

も
宿
題
の
テ
ー
マ
は
そ
の
日
の
授
業
の
復
習
で
す
。
翌
週
の
授
業

開
始
前
に
宿
題
を
提
出
さ
せ
、
授
業
の
前
半
で
宿
題
の
解
説
を
し

ま
す
。
そ
の
後
、
授
業
の
後
半
の
内
容
を
再
び
宿
題
と
し
て
出
し
、

翌
週
の
授
業
の
前
に
提
出
さ
せ
ま
す
。
宿
題
を
毎
週
提
出
さ
せ
る

た
め
に
宿
題
の
プ
リ
ン
ト
は
二
部
ず
つ
配
布
し
ま
す
（
実
際
に
は

田
の
用
紙
に
両
面
印
刷
し
、
真
ん
中
で
切
っ
て
二
部
に
し
ま
す
）
。

一
部
は
宿
題
と
し
て
の
提
出
用
、
も
う
一
部
は
各
自
の
保
存
用
で

す
。
分
析
の
対
象
と
な
る
学
生
は
二
○
○
一
年
度
経
済
学
科
入
学

の
新
一
年
生
二
二
七
人
で
す
。

分
競
争
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

【
図
表
２
マ
ク
ロ
の
成
績
】
に
よ
る
と
Ａ
が
四
七
人
、
Ｂ
が
六

一
人
、
Ｃ
が
六
七
人
、
Ｄ
が
五
二
人
で
す
。
割
合
と
し
て
は
Ａ
が

二
○
・
七
％
、
Ｂ
が
二
六
・
九
％
、
Ｃ
が
二
九
・
五
％
、
Ｄ
が
二
二
・

九
％
で
す
。
マ
ク
ロ
の
成
績
の
方
が
ミ
ク
ロ
よ
り
も
少
し
良
い
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
マ
ク
ロ
の
方
が
現
実
経
済
に
よ
り
密
着
し
て

い
る
の
で
、
ミ
ク
ロ
よ
り
理
解
し
や
す
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
図
表
３
ミ
ク
ロ
・
マ
ク
ロ
の
成
績
相
関
】
に
よ
る
と
ミ
ク
ロ

と
マ
ク
ロ
の
両
方
で
Ａ
を
と
っ
て
い
る
学
生
が
二
七
人
い
ま
す
。

ミ
ク
ロ
が
Ａ
で
マ
ク
ロ
が
Ｂ
の
学
生
が
八
人
、
マ
ク
ロ
が
Ａ
で
ミ

ク
ロ
が
Ｂ
の
学
生
が
一
八
人
。
ミ
ク
ロ
と
マ
ク
ロ
の
両
方
で
Ｂ
を

と
っ
て
い
る
学
生
は
二
七
人
で
す
。
ミ
ク
ロ
、
マ
ク
ロ
で
両
方
が

Ａ
か
Ｂ
を
と
っ
て
い
る
学
生
は
二
二
七
人
中
の
八
○
人
、
約
三

五
％
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ミ
ク
ロ
か
マ
ク
ロ
で
Ｄ
を
と
っ

て
い
る
学
生
が
六
七
人
、
両
方
で
Ｄ
を
と
っ
て
い
る
学
生
が
四
一

人
い
ま
す
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
学
生
の
学
力
を
い
か
に
つ
け
る
か

が
今
後
の
課
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。

【
図
表
４
ミ
ク
ロ
の
成
績
と
宿
題
提
出
回
数
】
、
【
図
表
５
マ
ク

ロ
の
成
績
と
宿
題
提
出
回
数
】
に
よ
る
と
宿
題
を
多
く
出
し
て
い

る
学
生
が
良
い
成
績
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
一
目
瞭
然
だ
と
思
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
ほ
ぼ
毎
回
宿
題
を
提
出
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
成
績
が
芳
し
く
な
い
学
生
も
い
ま
す
。
こ
れ
は
授
業
内

容
の
理
解
が
不
足
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
宿
題
を
十
分
こ
な
し
て

い
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
機
械
的
に
提
出
し
て
い
る
だ
け
の
学

〃8
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図表6ミクロの成績と入試種類別

成練ミクロABCD小計

一般A 11234434112

一般B 3310319

指定 1 1129739

推藤 51(）161243

匪翻 13006

内部 33208

小計 3 6548156227

，

図表7マクロの成績と入試種類別

成績マクロABCD小計

一般A 132 7 3 8 3 4 1 1 2

一般B 348419

指定 17126439

推薦 516121043

特別 4 1106

内部 51208

小計 47616752227

図表8ミクロの入試種類別と宿題提出回数

18-1615.1211－87－43．0小計成細

一般A 24221716郷112

一般B 5643119

指定 2 574（）339

推厩 18 72 10 64 3

特別 10063
ソ
】

内部 1 11118

小計 7945293044227

0

図表9マクロの入試種類別と宿題提出回数

18-1615-1211－87－43－0小計成綱

一般A 1819201837112

一般B 5650319

指定 28431339

推臆 15695843

特別 B 21006

内部 11823 1

小計 7238402552227

0
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生
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も
授
業
を
フ
ォ
ロ
ー
で
き

る
よ
う
な
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
の
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要
と
思
わ
れ

ま
す
。【

図
表
６
ミ
ク
ロ
の
成
績
と
入
試
種
類
別
】
、
【
図
表
７
マ
ク
ロ

の
成
績
と
入
試
種
類
別
】
に
よ
る
と
ミ
ク
ロ
・
マ
ク
ロ
の
成
績
と

入
試
種
類
別
は
あ
ま
り
相
関
が
な
さ
そ
う
に
見
え
ま
す
。
経
済
学

科
で
は
一
般
入
試
が
一
般
入
試
Ａ
（
一
般
Ａ
）
と
一
般
入
試
Ｂ

（
一
般
Ｂ
）
に
、
推
薦
入
試
が
指
定
校
推
薦
（
指
定
）
と
公
募
推

薦
（
推
薦
）
に
、
ま
た
社
会
人
・
留
学
生
な
ど
の
特
別
入
試
（
特

別
）
、
和
光
高
校
の
内
部
進
学
（
内
部
）
の
六
種
類
に
区
分
さ
れ

ま
す
。
留
学
生
と
和
光
高
校
の
学
生
の
成
績
が
比
較
的
良
い
の
が

目
立
ち
ま
す
が
、
一
般
入
試
と
推
薦
入
試
に
よ
る
成
績
の
差
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
Ｃ
や
Ｄ

を
多
く
と
っ
て
い
る
の
は
一
般
Ａ
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
よ
り

い
っ
そ
う
厳
密
な
統
計
的
分
析
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
デ
ー
タ
の
量
が
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
の
で
、
経
年
的

に
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
図
表
８
ミ
ク
ロ
の
入
試
種
類
別
と
宿
題
提
出
回
数
】
、
【
図
表
９

マ
ク
ロ
の
入
試
種
類
別
と
宿
題
提
出
回
数
】
に
よ
る
と
ミ
ク
ロ
・

マ
ク
ロ
の
入
試
種
類
別
と
宿
題
提
出
回
数
は
指
定
、
特
別
、
内
部

の
学
生
が
比
較
的
宿
題
を
提
出
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

宿
題
提
出
回
数
の
少
な
い
の
は
一
般
Ａ
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

厳
密
な
意
味
で
の
統
計
的
分
析
が
デ
ー
タ
量
の
関
係
か
ら
で
き

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
表
を
参
考
に
し
て
イ
メ
ー
ジ

上
記
の
よ
う
な
一
年
間
の
経
験
か
ら
導
か
れ
る
提
案
は
、
以
下

の
通
り
で
す
。

ｌ
、
毎
回
与
え
ら
れ
る
宿
題
の
よ
う
に
、
復
習
を
目
的
と
す
る

教
材
は
学
習
の
理
解
を
深
め
る
上
で
非
常
に
有
効
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。

２
、
ク
ラ
ス
の
学
生
数
は
あ
ま
り
多
く
な
い
方
が
良
さ
そ
う
で
、

教
師
が
学
生
を
把
握
で
き
る
一
○
○
人
以
下
が
適
切
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

３
、
授
業
時
間
以
外
に
、
さ
ら
に
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け

て
問
題
演
習
や
質
問
に
答
え
る
時
間
を
確
保
し
、
ま
た
チ
ュ
ー
タ

ー
制
の
導
入
な
ど
も
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
質
問
の
や
り
と
り
や
宿
題
の
提
出
な
ど
を
行

な
え
る
よ
う
に
で
き
れ
ば
さ
ら
に
良
い
と
思
い
ま
す
。

４
、
半
期
ご
と
に
授
業
が
完
結
す
る
方
式
（
前
期
ミ
ク
ロ
、
後

期
マ
ク
ロ
）
が
有
効
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
と
い
う
の
は

通
年
授
業
で
は
あ
ま
り
に
も
長
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

５
、
入
試
種
類
別
と
成
績
に
は
あ
ま
り
強
い
関
係
は
な
さ
そ
う

で
す
。
ど
の
よ
う
な
入
試
形
態
で
あ
ろ
う
と
も
、
入
学
後
の
学
習

意
欲
が
も
っ
と
も
成
績
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

つ
ま
り
入
学
後
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
よ
う
な
指
導
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

１
１
人
結
び
に
か
え
て

を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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